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1． 序論 

近年，我が国の総人口の減少と高齢化が同時に進

行し，需要が縮小している．これは，スーパーマー

ケットにも大きな影響を及ぼしている．そのような

問題がある中で，スーパーは生き残りをかけ様々な

セールスプロモーションを行っている． 

そのセールスプロモーションを事前評価する方法

として，店舗内の各顧客をエージェントとみなし，

店舗内の購買行動をモデル化し，全体として創発さ

れる現象を観察・分析する Agent-Based 

Simularion(ABS)に関する研究が行われている． 

これらの ABSを用いたシミュレータの中で，顧

客の購買履歴のみだけでなく，店舗内を回遊する回

遊行動まで着目している ABSは ABISSとそれを改

良した ABISS2.0のみである[1]．しかし，

ABISS2.0は実際に来店されたお客を表現できてい

るとは言いがたい． 

そこで，本研究では，店舗内実験や購買履歴から

得られた店舗内の顧客行動を基に，顧客のセグメン

ト化と，顧客の立寄りを考慮した行動モデルを作成

し，ABISS2.0に導入する．そして，実データと比

較し，店舗内の顧客行動の再現性向上を目指す． 

        

2． シミュレーション結果 

本章では，店舗内顧客行動分析の結果から得られ

た顧客のセグメント化と顧客の売場の立寄りを考慮

したモデルを作成し評価を行う．結果を Table 1に

示す． 

セグメント化することで，本来通過していない人

を減らす効果があるが，一方で多くの人が通過して

いる場所では効果が少なかった．立寄りを考慮する

ことで，立寄りや回り道が多いところでは，効果が

あったが，多くの人が通過するところでは，通過回

数が増えすぎてしまった． 

3． 結論 

本研究では，小売店舗内顧客行動シミュレータ

ABISSにおける顧客 Agentの店舗内での行動の再

現性向上を目指し行動モデルの改良を行った． 

顧客のセグメント化を導入したモデル，顧客の回

遊行動の冗長性を考慮したモデル，そして両方を考

慮したモデルでシミュレーションを行い，評価を行

った． 

結果としては，評価する場所によっては，セグメ

ント化に効果がある場合や回遊行動の冗長性に効果

がある場合などが見られた．逆に，セグメント化や

冗長性を考慮することで一致率が低下した部分も存

在した．  
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表 1：シミュレーション結果 


